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転角曲線への影秤を調べ，また，材:準ボノレト軸J] ， 降伏点 (General Yield Point) ，最大i;;nlL 最大
ィ;江主のナット回転f~J より 90 0 前後の 5 種類の締付け力を与えたものについて，締付け直後から 3 ヶ月
にわたるレラクゼーション量を測定，ボノレト軸力=時間曲線を求めている。そして，以上で得られた
多数の精細な資料を検討して， ナット問転法開発に寄与する種々の責主な新知見を得るとともに，

























ために工夫し試作した測定器や試験機は， この方面の研究と， 高力ボノレト製造の品質管理とに， 有
力な手段を提供するものである。
したがって，本論文は，工学上，工業上貢献するところ多く，博士論文として，十分価値あるもの
と認める。
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